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1 はじめに
近年，オフィスにおける，オフィスワーカの快適性お
よび知的生産生の向上に注目が集まっている．1) また，
オフィスワーカに求められるものは，独創性の高い企画
力やアイデアの創発などへと変化している．それに伴い，
オフィスも新たなる空間に変換することが求められてお
り 2) ，その中でも，ノンテリトリアルオフィスに高い注
目が集まっている．
ノンテリトリアルオフィスは個人専用の席を持たずに，
複数人で設備を共用するオフィス計画手法 3) であり，利
用者の好みや気分を考慮し，自由に座席を選択できる．
また，我々の研究室では，ノンテリトリアルオフィスの
運用に ICカードをかざすことで，ユーザの座席を配置す
るシステムを用い，管理している．しかし，このシステ
ムでは，座席配置のみを行うシステムのため，指定され
た座席に，実際に座っているかどうかを確認することは
できない．
本研究では，Webカメラ画像を用いた在席・離席管理
システムを提案する．そして，その提案システムを構築
し，有効性の検証を行った．

2 Webカメラを用いた在離席管理システム
2.1 在離席管理システム

従来の在席・離席管理システムでは，Web上のユーザ
インタフェースや 4) ，着座センサを用いて在席・離席を
管理している 5) ．しかしながら，前者では，ユーザイン
タフェースからの変更が面倒であり，適切に変更が行わ
れていない．後者では，着座センサが高価でありコスト
がかかる問題がある．そこで，ユーザインタフェースの
手間およびコスト面において，問題の少ない 1台約 7000
円程度のWebカメラを用いた在席・離席管理システムの
提案を行った．Web カメラから取得した画像を解析し，
執務者のいない元の画像と現在の画像の差分および一定
秒毎の画像の差分変化から人が動作しているかを判断し，
在席・離席を管理する．

2.2 在離席検知アルゴリズム

在離席検知は，以下のようなアルゴリズムで行われる．

1. 執務者のいない元の画像と現在の画像の差分を調べ
る．その後，二値化を行い，一定領域内の差分の大
きさを調べ，多くの差分があった場合，人がいると
判断する．

2. 現在の画像とその 5 秒前の画像との差分を調べ，二
値化を行う．そのとき，一定領域内に差分を検知す

れば，動作有とする．この処理を 30秒前の画像まで
の合計 6 画像分について行い，4 画像以上を動作有
と判断した場合，人が動作していると判断する．

1，2の条件を満たしたとき，在席と見なすアルゴリズム
となっている．また，画像差分を行う前の 2 つの画像を
Fig.1，Fig.2 に，差分画像を二値化したものを Fig.3 に
示す．

Fig.1 元の画像 Fig.2 現在の画像

Fig.3 差分を二値化した画像

3 提案システムの精度の検証
3.1 実験概要

Webカメラを用いた在離席を検知するシステムの有効
性を検証する．本システムでは，Webカメラ（ELECOM
LAN-NCW150/S）を使用する．ネットワークカメラの
外観を Fig.4 に示す．検証実験では，同志社大学香知館

Fig.4 Webカメラ

KC104 号室の 4 席についての検証を行う．本実験では，
被験者 4名について，10分間の在離席を行った．在離席
検知は 30秒毎に行い，在席の場合は 1を出力し，離席の

1



場合は 0 を出力した．その精度についての検証をカメラ
のログデータから目視により確認し，検証を行った．ま
た，着座センサに用いた在離席システムとの精度比較も
行った．
着座センサは，圧力を感知するセンサ，データを送信
するデータ送信端末，およびデータを受信するコーディ
ネータから構成される．圧力センサは，圧力により電気
抵抗が変化する感圧電導性エラストマーセンサを用いる．
Fig.5に圧力センサ，Fig.6にデータ送信端末のそれぞれ
の外観を示す．

Fig.5 圧力センサ Fig.6 データ送信端末

3.2 実験結果

提案システムと目視によるデータの整合性を検証した
ところ，4つの座席に対して，90，95，75，65％となっ
た．また，着座センサを用いた在離席システムと目視の
データを検証したところ，95，100，90，90％であった．
このうち，提案システムにおける整合性が高い検知結果
のグラフを，提案システムを，Fig.7に，着座センサを用
いた在離席システムを Fig.8に，目視を Fig.9に示した．
また，整合性が悪いグラフを，提案システムを Fig.10，着
座センサを用いた在離席システムのを Fig.11に，目視を
Fig.12に示した．

Fig.7 提案システムによる在離席の遷移

Fig.8 着座センサによる在離席の遷移

Fig.9 目視による在離席の遷移

Fig.10 提案システムによる在離席の遷移

Fig.11 着座センサによる在離席の遷移

Fig.12 目視による在離席の遷移

Fig.7，Fig.8，Fig.9のグラフを見ると，同時間に離席
処理が行われており，正確に在離席管理が行われている
ことがわかる．また，悪い結果の際は，被験者が黒に近い
服を着ている際に，検知しにくいことが原因であると考
えられる．また，Fig.10，Fig.12を見るとわかるように，
離席後に提案システムでは，在席と検知されていること
に関しては，離席した後に，イスが他の被験者に当たっ
て動かされているため，差分が生じ，誤検知が起こって
いると考えられる．

4 今後の展望
上記の実験結果からもわかるように，現在の提案シス
テムでは，被験者が黒いに近い服を着ている場合や座席
外の動的な現象がある場合，誤検知が生じ，検知精度が大
幅に低くなる．そのため，今後は 10分以上の離席でない
と離席と判断しないなどの新たな条件設定や座席にマー
カを付けるなどの精度の向上を図ることが必要である．
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